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古
賀
氏
は
本
著
に
つ
い
て
冒
頭
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

東
日
流
外
三
郡
誌
を
学
問
の
ス
テ
ー
ジ

へ
―
和
田
家
文
書
研
究
序
説
―

　
　
古
田
史
学
の
会
代
表

　
古
賀
達
也

　
青
森
県
五
所
川
原
市
飯
詰
の
和
田
家

に
、
先
祖
よ
り
受
け
継
い
だ
、
あ
る
い

は
山
中
よ
り
発
見
し
た
多
く
の
文
書
遺

物
が
あ
る
。
文
書
群
は
「
和
田
家
文

書
」
と
称
さ
れ
、
そ
こ
に
は
津
軽
東
日

流
の
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
伝
承
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
書
群
の
一

つ
、
『
東
日
流
外
三
郡
誌
』
は
昭
和
五

十
年
に
『
市
浦
村
史
資
料
編
東
日
流
外

三
郡
誌
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
脚
光
を

あ
び
た
。
本
書
は
そ
の
「
和
田
家
文

書
」
の
史
料
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
次

世
代
へ
研
究
の
た
す
き
を
繋
（
つ
な
）

ぐ
こ
と
を
願
い
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
考
察
の
ほ

か
、
「
和
田
家
文
書
」
を
取
り
上
げ
る

に
あ
た
っ
て
必
ず
記
録
せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
今
日
に
ま
で
至
る
「
偽
作
論
」
に

つ
い
て
も
、
そ
の
論
争
の
当
事
者
の
ひ

と
り
と
し
て
わ
た
し
は
こ
こ
で
改
め
て

筆
を
取
り
た
い
。

　
わ
た
し
は
一
九
九
四
年
五
月

よ
り
四
度
に
わ
た
り
、
古
田
武

彦
氏
（
一
九
二
六
～
二
〇
一
五

年
）
と
と
も
に
現
地
調
査
に
赴

き
、
「
和
田
家
文
書
」
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
も
現
地
調

査
を
続
け
、
「
和
田
家
文
書
」
に
つ
い

て
多
く
の
知
見
を
得
た
。
そ
し
て
何
よ

り
そ
の
研
究
の
道
中
で
、
こ
の
文
書
と

歴
史
に
誠
実
に
向
き
合
わ
ん
と
前
を
向

き
続
け
た
人
た
ち
の
想
（
お
も
）
い

を
、
過
分
な
が
ら
託
さ
れ
て
い
る
と
い

う
覚
悟
を
決
め
て
い
る
。
現
在
も
な
お

調
査
研
究
途
上
で
は
あ
る
が
、
こ
の
三

十
年
の
総
決
算
と
し
て
本
書
を
発
刊
す

る
こ
と
で
、
「
和
田
家
文
書
」
へ
の
正

当
な
評
価
と
学
問
研
究
に
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

一
「
和
田
家
文
書
」
の
大
分
類

　
和
田
家
が
収
蔵
し
て
い
た
文
書
は
、

今
で
は
散
逸
も
あ
り
、
正
確
な
数
や
内

容
は
不
明
と
な
っ
た
が
、
成
立
時
期
や

性
質
に
よ
り
概
ね
次
の
よ
う
に
分
類
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

（
Ａ
）
江
戸
期
（
天
明
寛
政
年
間
頃
か

ら
幕
末
）
に
成
立
し
た
文
書
類
。

（
「
寛
政
原
本
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
）

（
Ｂ
）
明
治
・
大
正
期
（
一
部
は
昭

和
初
期
）
に
再
写
さ
れ
た
（
Ａ
）
の

写
本
。

（
Ｃ
）
江
戸
期
の
「
参
考
書
」
類
。

（
Ａ
）
作
成
時
の
参
考
史
料
と
思
わ

れ
る
も
の
。

（
Ｄ
）
明
治
・
大
正
期
に
成
立
し
た

文
書
類
、
あ
る
い
は
そ
の
写
本
。

…
（
以
下
略
）

古田史学の会　特集

　
昨
晩
は
弘
前
市
議･

青
森
県
議

の
有
志
（
超
党
派
）
の
皆
さ
ん

に
、
「
東
日
流
外
三
郡
誌
」
に
記

さ
れ
た
興
国
の
大
津
波
が
歴
史
事

実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
地
質

学
論
文
、
箕
浦
幸
治･

中
谷
周

「
津
軽
十
三
湖
及
び
周
辺
湖
沼
の

成
り
立
ち
」
『
地
質
学
論
集
』
第

36
号
（
１
９
９
０
年
）
に
つ
い
て

説
明
し
、
「
十
三
湖
水
戸
口
に
周

辺
で
の
試
錐
調
査
か
ら
は
、
こ
の

時
期
巨
大
津
波
の
襲
来
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
海
岸
環
境
の
劇
的

な
改
変
が
示
唆
さ
れ
る
。
」
「
こ

の
時
期
に
巨
大
津
波
を
伴
う
地
震

が
青
森
県
西
方
沖
で
発
生
し
た
も

の
と
判
断
す
る
」
と
結
論
し
た
文

部
科
学
省
地
震
調
査
委
員
会
に
よ

る
次
の
報
告
書
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
「
１
３
４
１
年
10
月
31
日
（
１

３
４
１
年
は
興
国
二
年
。
興
国
は

南
朝
の
年
号
…
古
賀
注
）
『
東
日

流
（
つ
が
る
）
外
三
郡
誌
』
に
よ

れ
ば
、
朝
地
震
と
と
も
に
約
９
ｍ

の
津
波
が
津
軽
半
島
の
十
三
湊
を

襲
い
２
万
６
０
０
０
名
が
溺
死
し

た
と
あ
る
。
（
渡
辺
、
１
９
８

５
）
。
同
歴
史
文
書
の
信
憑
性
に

つ
い
て
疑
問
視
す
る
人
も
お
り
、

第
二
版
の
渡
邉
（
１
９
９
８
）
か

ら
は
同
地
震
の
記
述
が
削
除
さ
れ

て
い
る
。
然
る
に
、
十
三
湖
水
戸

口
に
周
辺
で
の
試
錐
調
査
か
ら

は
、
こ
の
時
期
巨
大
津
波
の
襲
来

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
海
岸
環

境
の
劇
的
な
改
変
が
示
唆
さ
れ
る

（
箕
輪
・
中
谷
、
１
９
９
０
）
。

本
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
に
中
嶋･

金
井
（
１
９
９
５
）
に
よ
る
タ
ー

ビ
ダ
イ
ト
（
海
底
堆
積
物
…
古
賀

注
）
の
解
析
結
果
も
加
え
て
比
較

検
討
し
、
歴
史
記
録
か
ら
は
信
憑

性
に
欠
け
る
も
の
の
、
こ
の
時
期

に
巨
大
津
波
を
伴
う
地
震
が
青
森

県
西
方
沖
で
発
生
し
た
も
の
と
判

断
す
る
。
」

　
『
日
本
海
東
縁
部
の
地
震
活
動

の
長
期
評
価
』
文
部
科
学
省
地
震

調
査
研
究
推
進
本
部
地
震
調
査
委

員
会
、
２
０
０
３
年
。
そ
し
て
最

後
に
、
「
歴
史
地
震
学
、
文
献
史

学
、
地
質
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
基
づ
い

て
、
興
国
の
大
津
波
を
歴
史
事
実

と
す
る
判
断
に
至
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
現
地
伝
承
を
無
視
す
る
こ

と
な
く
、
数
百
年
に
一
度
の
大
地

震
や
大
津
波
に
、
政
治
の
力
で
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
津
軽
の
先

人
が
伝
え
た
興
国
の
大
津
波
伝
承

を
現
代
を
生
き
る
津
軽
の
人
々
に

知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

訴
え
、
話
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
参
加
者
か
ら
請
わ
れ

て
、
わ
た
し
の
専
門
分
野
の
化
学

に
ま
で
話
題
は
広
が
り
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ

樹
脂
〔
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ

レ
ー
ト
〕
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
つ
い

て
・
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
成
分
に
よ
る

活
性
酸
素
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
人

体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
・
福
島
原

発
爆
発
時
の
原
研
Ｏ
Ｂ
か
ら
聞
い

た
逸
話
・
他
）
、
議
員
の
皆
さ
ん

と
の
宴
は
夜
の
10
時
過
ぎ
ま
で
続

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
青
森
県
の
若
い
政
治

家
の
皆
さ
ん
と
の
、
と
て
も
楽
し

く
有
意
義
な
一
夕
で
し
た
。
素
敵

な
出
会
い
の
場
を
作
っ
て
い
た
だ

い
た
石
岡
千
鶴
子
さ
ん
（
弘
前
市

議
、
秋
田
孝
季
集
史
研
究
会･

副

会
長
）
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　
（
省
略
）

　
「
東
日
流
外
三
郡
誌
の
逆
襲
」
の
出

版
記
念
講
演
会
が
27
日
、
弘
前
で
開
か

れ
た
。
編
者
で
古
田
史
学
の
会
代
表
の

古
賀
達
也
さ
ん
が
講
演
し
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
成
果
や
思
い
を
語
っ
た
。

　
東
日
流
外
三
郡
誌
は
、
五
所
川
原
市

の
和
田
喜
八
郎
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
と

い
う
和
田
家
文
書
を
代
表
す
る
文
書

で
、
真
偽
を
巡
る
激
し
い
論
争
が
展
開

さ
れ
た
。
本
書
は
偽
書
と
す
る
主
張
に

反
論
す
る
立
場
で
、
長
年
の
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
。

　
講
演
会
を
主
催
し
た
秋
田
孝
季
集
史

研
究
会
の
竹
田
侑
子
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
古
賀
さ
ん
は
東
日
流
外
三
郡
誌
が

世
に
出
た
経
緯
や
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

か
ら
聞
き
取
り
し
た
成
果
な
ど
を
豊
富

な
資
料
と
と
も
に
説
明
し
「
集
大
成
と

し
て
今
回
の
本
を
出
す
ま
で
に
30
年
か

か
っ
た
。
こ
の
本
を
出
さ
ず
に
死
ぬ
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
思
っ
て
書
い
た

が
、
も
っ
と
早
く
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
」
と
本
書
に
寄
せ
る
思
い
を

語
っ
た
。

　
講
演
の
ほ
か
、
古
賀
さ
ん
や
出
版

元
・
八
幡
書
店
社
主
武
田
嵩
元
さ
ん
ら

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
会

場
に
集
ま
っ
た
市
民
ら
50
人
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　
　
　
（
今
井
珠
代
）

「東日流外三郡誌の逆襲」出版記念講演会
青
森
で
古
賀
達
也
代
表

ＱＲコード。「東
日流外三郡誌の逆
襲」出版記念講
演。2025年９月27
日に開催された
「東日流外三郡誌
の逆襲」出版記念
講演会の様子「東日流外三郡誌の逆襲」

講
演
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
竹
田
侑
子
さ
ん
（
秋
田
孝
季
集
史
研
究
会
・
会
長
）

＝
９
月
27
日

岡田華子さん（立憲民主党・青森３区、写真左）と
古賀達也氏

　
弘
前
市
に
来
て
六
日
目
で
す
。
昨
日
は
宮
下
宗
一
郎
・
青

森
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
短
時
間
で
し
た
が
有
意
義
な
懇

談
が
で
き
ま
し
た
。
若
さ
と
行
動
力
が
魅
力
的
な
知
事
さ
ん

で
し
た
。
知
事
と
の
懇
談
後
、
青
森
県
の
文
化
財
保
護
課
で

石
塔
山
関
連
遺
跡
の
調
査
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
『
東
日
流
外
三
郡
誌
の
逆
襲
』

出
版
記
念
講
演
会
の
記
事
が
、
今
朝
の
陸
奧
新
報
に
カ
ラ
ー

写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
当
日
は
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
ご
挨
拶
や
記
念
写
真
撮
影
、
著
書
へ

の
サ
イ
ン
な
ど
で
忙
し
く
、
新
聞
記
者
さ
ん
に
は
ご
挨
拶
で

き
な
い
ま
ま
で
し
た
。
記
事
に
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
講
演
会
で
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
衆
議
院
議
員
の
岡
田
華
子
さ
ん
（
立
憲
民
主
党
・
青

森
三
区
）
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ち
な
み
に
岡

田
さ
ん
は
『
東
日
流
外
三
郡
誌
』
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
お
祖
父
様
か
ら
頂
い
た
も
の
と
か
。
不
思
議
な
ご
縁

で
し
た
。

　
今
日
の
夕
方
か
ら
は
、
弘
前
市
議
・
青
森
県
議
・
弘
前
市

立
図
書
館
の
方
々
に
「
東
日
流
外
三
郡
誌
」
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
超
党
派
の
方
々
と
の
こ
と
。

当
初
の
予
定
に
は
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
議
員
さ

ん
向
け
の
テ
ー
マ
に
変
更
し
た
パ
ワ
ポ
資
料
を
ホ
テ
ル
に
籠

も
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
和
田
家
文
書
と
興

国
の
大
津
波
」
で
す
。

　
大
地
震
や
大
津
波
に
備
え
る
た
め
に
も
、
「
東
日
流
外
三

郡
誌
」
を
は
じ
め
津
軽
の
先
人
が
伝
え
た
現
地
伝
承
〝
興
国

元
年
・
二
年
（
１
３
４
０
・
１
３
４
１
）
の
大
津
波
〟
が
歴

史
事
実
で
あ
る
こ
と
、
〝
興
国
の
津
波
は
史
実
で
は
な
く
和

田
喜
八
郎
氏
に
よ
る
偽
作
〟
と
す
る
「
東
日
流
外
三
郡
誌
」

偽
作
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
否
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
古
田
史
学
の
会
代
表
の
古
賀
達
也
氏
は
８
月
30
日
、
八

幡
書
店
か
ら
「
東
日
流
（
つ
が
る
）
外
三
郡
誌
の
逆
襲
」

を
発
刊
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
青
森
県
弘
前
市
下
白
銀
町
の

弘
前
市
立
観
光
館
で
９
月
27
日
、
同
書
の
出
版
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
様
子
な
ど
を
紹
介
す
る
。

古
賀
達
也
氏
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

古
賀
達
也
氏
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら

Ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｙ
ａ
Ｋ
ｏ
ｇ
ａ

10
月
４
日
11

：

40
・
２
０
２
５
／
10
／
01

陸
奧
新
報
に
出
版
記
念
講
演
会
の
記
事

〈
目
次
〉

第
１
章

　
東
日
流
の
新
時
代
を
拓
く
／
第
２
章

　
「
和
家
文
書
」
を
伝
え

た
人
々
／
第
３
章

　
『
東
日
流
外
三
郡
誌
』
真
作
の
証
明
―
「
寛
政
宝
剣

額
」
の
発
見
―
／
第
４
章

　
真
実
を
語
る
人
々
／
第
５
章

　
知
的
犯
罪
の

構
造
―
偽
作
論
者
の
手
を
め
ぐ
っ
て
―
／
第
６
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